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〔目的〕

前庭神経二次経路の実験的組織学的研究は多くの研究者によってなされ，殊にその内側縦束との関

係およびその終止については多くの研究にもかかわらずいまだ充分には明らかでない。 Hassler は前

庭神経外側核から同側の被蓋背外側部に出て Forel の被蓋束を経，視床の interrnediärer ventalkern 

に至る線維群を報告しているがこれを否定する人も少なくなく，定説を見ない口

前庭迷路刺激が容易に自律神経症状をひきおこすことは明らかであり，長谷川教室では数多くの生

理学的実験から迷路の固有刺激は交感神経興奮に働くと結論している。

最近伴教室では最高位自律中枢である視床下部を中心とする線維連絡の研究で交感中枢である内側

視床下野と頚髄上端を結ぶ背側縦束の下行線維の一部が前庭神経内側核および外側核に入り上行線維

の一部が前庭神経内側核外側核および上核に終ることを認めている。

私は迷路と自律神経系の関係を形態学的に検討せんとして前庭料l経核から起る前庭神経二次経路に

ついて家兎を用いて Marchi 法で検索し背側縦束内側縦束並びに脳幹網様体との関係を観察したので

その成績を報告する口

〔実験方法〕

体重 2.5 kg ,-.,3 kg の正常家兎を用いた。体重 kg 当り 0.5 cc のネンブター jレで静注麻酔を行ない無

菌的操作の下に後頭骨と第一頚椎の聞を聞き延髄を露出し，一群は小脳の上から，一群は小脳を損傷

せぬ様へラで挙上し，マイクロマニプレーターを用い先端直径 0.3 rnrn の破壊針を任意の深さに刺入

し高周波脳凝固装置で、可及的小さな電気的凝固巣を作った。動物は術後 2 ，-.，3 週間生存せしめ， M�ler 

液で生体固定を行ない Marchi 法により変性線維を染色し 20μ 前頭断連続切片標本について変性線

維を検鏡した。
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L所見並びに総括)

実験家兎50羽中成功例22羽の検索によりその典型的な 6 例について述べる。

i) 前庭神経核から内側縦束を上行する線維

上核より内側縦束を上行する線維は主として破壊側を上行するが一部反対側内側縦束を上行する。

内側核，外側核，下核からの上行線維は全て反対側の内側縦束に多数の，同側のそれに少数の上行線

維を認めるが，顔面神経膝の高さで内側核を破壊した例では反対側内側縦束にのみ限局した変性線維

を認めた。内側核からの上行線維は内側縦束の背内側に集まる。

前庭神経諸核から内側縦束を上行する線維は外転神経核，滑車神経核，動眼神経核，に線維を与え

た後間質核および Darkschewitsch 核に入る。

なお滑車神経核と動眼神経核に入った線維の内一部はこれらの核を背側に貫ぬいて中脳中心灰白質

に入ってここに終っている。

上核から同側の内側縦束を上行する線維は後交連を通り反対側の間質核および Darkschewitsch 核

に入る。

ii) 前庭神経核から内側縦束を下行する線維

上核からの下行線維は同側内側縦束を下り頚髄吻側の前索に到り乙こに終っており，反対側内側縦

束には変性線維が認められない。内側核，外側核，下核からの下行線維は両側の内側縦束を下行する

が，反対側の変性線維は同側のそれよりも多い。また顔面神経膝の高さで内側核を破壊した例では反

対側内側縦束にのみ変性線維を認めた。内側核からの下行線維は内側縦束の内腹方に集まっている凸

この他外側核よりの同側前庭脊髄路の変性線維を認めている。

iii) 前庭神経と網様体の関係

外側核および内側核を破壊した例では両側の被蓋背側部に集まった変性線維は延髄および橋下部の

網様体背側部から橋上部の第四脳室底灰白質の腹側に沿って上行し中脳では変性線維の量はかなり減

少し少なくなるがなお中脳中心灰白質の腹外側に沿って被蓋を上行する，残りの極少数の線維は上丘

の高さでは漸次背外側に位置を変えて視床の視蓋前域に終る口途中橋の高さで青斑核に線維を与えて

いる。

iv) 前庭神経核と自律神経系との関係

私の前庭神経諸核を破壊した実験では破壊部位より第四脳室底灰白質に入り同側の背側縦束を上行

および下行する変性線維を認めている口即ち上行線維は舌下神経前位核に入り第四脳室底灰白質を上

行し外転神経核に背側より線維を与えた後橋尾側端の高さで第四脳室底灰白質中に終る D 下行するも

のは同側の舌下神経前位核より介在核に入り中心管の外側に接して下行し第一頚髄の高さで Subnu

cleus reticularis ventralis に分散消失している。この様に前庭神経核より直接背側縦束に入る線維およ

び内側縦束を経て滑車神経核，動眼神経核より背側縦束に入る二様の経路があり，迷路刺激が直接交

感系中枢に伝わることが明らかである。
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論文の審査結果の要旨

前庭迷路の異常刺激が自律神経症状をひきおこすことは明らかである。長谷川教室では数多くの生

理学的実験から迷路の異常刺激は交感神経興奮に働くと結論しているロまた最近伴教室では最高位自

律中枢である視床下部を中心とする線維連絡の研究で交感中枢である内側視床下野と頚髄上端を結ぶ

背側縦束の下行線維の一部が前庭神経内側核および外側核に入り上行線維の一部が前庭神経内側核，

外側核および上核に終ることを認めている口

著者は迷路と自律神経系の関係を形態学的に検討せんとして，家兎の延髄前庭神経核部に可及的小

さな電気的凝固巣を作りこれより生ずる変性線維をマノレキ一法で検索し背側縦束，内側縦束との関係

を観察し次の成績を得た口

前庭神経諸核(上核，内側核，外側核，下核)より同側の背側縦束に入りこれを上行および下行す

る線維を認めた。上行線維の吻側端は橋尾側端の第四脳室底灰白質であり，下行線維の下端は第一頚

髄の高さまでである口乙の途中上行路は外転神経核に，下行路は舌下神経前位核，介在核および顎髄

側角に終る白前庭神経諸核から内側縦束を通り滑車神経核および動眼神経核に入る線維の内乙れらの

核を貫ぬいて中脳中心灰白質に入る線維を観察し内側縦束から背側縦束への連絡を認めた。

以上より前庭神経核から交感系中枢への求心性線維連絡が認められ直接背側縦束に入るものと，内

側縦束を介するものとの二種のあることが認められた口本研究は前庭迷路刺激が交感神経興奮に働く

ことを形態学的に立証し，迷路生理に基礎的知見を与えたものである口
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